
高田貴久; 岩澤智之. 問題解決 ― あらゆる課題を突破する ビジネスパーソン必須の仕事

術 

 (Kindle の位置 No.374-376). 英治出版株式会社. Kindle 版. 

 

 

「闇夜の鉄砲」 

 

 

問題 解決 の 手順 とは、  

 （ １） ＷＨＥＲＥ… 問題 が どこ に ある のか  

 （ ２） Ｗ Ｈ Ｙ…… その 問題 の 原因 は 何 か  

 （ ３） ＨＯＷ…… では どう すれ ば よい か 

 

 

HOW 思考の例 

「営業 成績 が 上がら ない」「 もっと 営業 電話 を かけよ う」 

 

 

 

社員 全員 が 他 の 部署 や 他人 の 仕事 に しっかり と 関心 を 持っ て「 自分 事」 

として 考え なけれ ば、 企業 全体 での 問題 解決 は でき ない ので ある。「 無責任・

無関心」 は 企業 全体 の 非 効率 を 生み、 生産性 の 低下 に つながり、 めぐり め

ぐっ て 顧客 への 製品 サービス の 低下 や、 ひいては 自分 たち の 給料 の 低下 

にも つながる。 

 

 

なぜ カップル 向け の 売上 が 減っ て いる のか という 原因 を 深く 考え ず、「 カ

ップル 向け の 売上 が 減っ た」「 キャンペーン を やれ ば 売上 が 増える だろ う」 

と 短絡 的 に 考え て しまう の だ。 表面 的 な 問題 を そのまま 裏返し て 答え 

に し て しまう という 意味 で「 コイン の 裏返し」 と 呼ん で いる。 



「 コイン の 裏返し」対策が多い。本当か？と思ってしまう。 

 

 

大きな対策方針だけを立てて「あとは現場でやってくれ」 

「問題意識だけを提示して、あとはよろしく」という姿勢 

 

 

TBP トヨタ流の問題解決手法 その１つに「トヨタ８ステップ」 

 

 

４ Ｍ という のは、    

● 人……… Ｍａｎ    

● 材料…… Ｍａｔｅｒｉａｌ    

● 機械…… Ｍａｃｈｉｎｅ    

● 工法…… Ｍｅｔｈｏｄ 

 

 

 

実際 には、 多く の 人 が「 論拠」 と「 原因」 を 混同 し て しまう。 どうして か、 

皆さん は わかる だろ う か。 それ は 日本語 の「 なぜ」 という 言葉 が きわめて 

曖昧 な 概念 で でき て いる からで ある。 簡単 な 例 で いえ ば、「 なぜ 旅行 に 

出かける の です か」 という 問 に対して、 どう 答える か 考え て もらい たい。  

① リフレッシュ し たい から 旅行 に 出かける  ② 家族 に 言わ れ た から 旅行 

に 出かける 

 ① は「 リフレッシュ し たい」 という「 目的」 を 表し て いる。 それ に対して ② 

は、「 家族 に 言わ れ た ので」 という「 原因」 を 表し て いる。 同じ「 なぜ」 と

いう 質問 から、 論理 として は 真逆 の「 目的」 と「 原因」 が 出 て しまう のが、 

日本語 が ロジカル では ない と 言わ れる 一つ の 所以 で ある。 ちなみに「 なぜ」 

では なく「 なんで」 と 言い換える と、 上記 の ①② に 加え て  ③ 飛行機 で 旅

行 に 出かける   という「 手段」 まで 出 て き て しまう。 

 

 

 

 



 

 

 

「因果の構造図」 

 

 

 

 



 

 

 

 



 

 

「組織 を つくる」 という 対策 は、 多く の 場合、 新しく つくっ た 組織 に 問題 解

決 を ゆだね て いる だけで、 結局 の ところ 問題 を たらい 回し に し て いる に 

すぎ ない。 あなた が 考え出し た 対策 を 特別 対応 チーム が 実行 する なら よい 

が、 具体的 な 策 が ない まま に「 チーム を 編成 する」 だけ なら、 あなた は 対

策 立案 を 丸 投げ し て いる。 

 

 

 

て、「 方針 で 決まっ た から」「 経営 陣 からの 指示 だ から」 という お達し だけで 

物事 が 進む 会社 など、 まず 存在 し ない。 しっかり と 関係者 に 説明 を 

おこない、 合意 を 取りつけ てから 物事 を 進め て いく こと が 大切 だ。 

 

 

トヨタ 

すなわち「 誰 が やっ ても 同じ 成果 が 出る 業務」 の 質 を 高め て いく こと こ

そ が、 組織 として の カイゼン で ある という 考え方 なので ある。 
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